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― 書くこと・考えること・生きること ―



書きことばのもたらす認知的所産

Vygotsky(1963)

「テクノロジーや道具の変化が労働の構造に変化を

もたらすように話しことばや書きことばといった

シンボル体系の変化は，精神活動の再構造化を

もたらす．

人間の認識活動のあらゆる基本的形式は，その社
会の歴史の過程でつくりあげたものである．従って，
シンボル体系に変化をもたらす社会文化的な変化
はより高次の記憶や思考過程の，そしてより複雑な
心理的体制化の基礎を形成する．」



Vai語のリテラシー習得の結果
転移する範囲は限定的だった！

Vygotsky仮説に矛盾するか？

Cole & Scribner(1980)

読み書き技能もどんなふうにどんな場面で使われ
るかが問題！

★領域固有→領域一般の技能になるはず！

e.g.,作文の推敲, 詩，文章分析

→否

●作文の心理学：所産↔過程へ



作文の心理学
認知科学の興隆；

情報処理アプローチの強み；
→認知プロセスの記述の提供

１．Hayes & Flower (1980)
２．作文の発達過程を明らかにする

①行動観察法
②内観報告法
③発話プロトコル法

↓
プロトコル分析が鍵を握る



作文の心理学

ことばと認識の関連；

文章を書く活動の意義は何か？

１．作文の内容分析 （70年代）

e.g.守屋他（1972)

２．作文の産出過程の分析 （80年代）



誯題状況

作文誯題

・話題は何か

・読者は誮か

・動機づけ

時々刻々

産出される

文章

書き手の長期記憶

・話題についての

知識

・読者についての

知識

・構想の立てかたに

ついての知識

作文過程

モニタリング

命
題
の
生
成

構想を立てる

体制化

目標の設定

生成された

命題を言語に

置きかえる

読み返す

評価する

修正する

作文産出過程のモデル(Hayes&Flower,1980)



子どもの作文の推敲過程
RQ１

表現と意図の調整過程では

頭の中でどんなことが起こっているのか？

RQ２

表現の外化と表象(ｒepresentation)の

関係は？



子どもの作文の推敲過程

「推敲」…語を選ぶ

「彫琢」…文章を整え磨く

↓

「自己内対話」の活性化



方法

被験者 附属小６年生１０名

テーマ 自分が書きたいこと

書き方 「いつもの書き方で」



方法 ＜手続き＞

①発話プロトコル法

(think-aloud protocol method)

②内観報告

③記録法；VTR&ATR



方法 ＜手続き＞

１．組みたてメモ

２．下書き

３．推敲

４．清書

５．推敲

６．清書

７．再生

８．推敲

９．清書

１ヶ月後

３ヶ月後









しかし、それでもよいではありませんか。このことに
ついて考えたことによって、“心の中のことば”＊／①※
「……ことばに気づくことができたのですから」
でもいいし，／②
「心の中のことばの存在＊２」なんつったら気持悪い
なあ。／③そんな、まるっきり気がつかなかったわけ
ではないんだけれど＊３，／④
その，「心の中のことば」ってのは結局，口で
言ってるっていうか，普通のことばっていうのに
あらわす前の段階の，そのモヤモヤした気持って
いうんで，／⑤
そこで，そのことばっていうのは結局きまりがあって，
そのきまりの外にあるっていう……Ｐ／⑥
だから存在に気づかなかったわけではないな
……Ｐ＊４／⑦

心の中のことば，やっぱり，このまんまでいい＊５．／⑧
に気づくことができたのですから＊６．／⑨

（注） 意識経験
＊ ここまで清書したところで
書いてあることを読み返して
確認する．

＊２ 笑いながら対案を出す．

＊３ 自分自身が気づいていたか
どうか事実の方を吟味する．
原稿に書いてある
「心の中のことば」という
表現の意味を解釈している．

Ｐ ポーズ

＊４ 対案を否定する理由が
はっきりする．

＊５ 原案を納得して受け入れる．
＊６ ※に続けて清書する

発話プロトコル例１（内田，1989b）

「意味単位」への分割と各単位のカテゴリー名：①「読み返し」②「対案１賦活」③「対案２賦活」＋
「不一致感」④「吟味」⑤「意味解釈１」⑥「意味解釈２」⑦対案１・２を否定する理由づけ」⑧「原案の
受け入れ」⑨①に続く文の残りを清書するための「書字」







発話プロトコル例３

本を読むのが好きなのにはきちんとした＊

さて「理由」にするか「わけ」にするか＊２

まず，バランスとしては漢字を入れた方がきれいだけど＊３，

本来の意味としてはどっちだろうな

理由，わけ，理由，わけ か―＊４

理由ってすると こうだからこうするって感じだけど＊５

これはそれほど確かなものじゃないし＊６

こうだから，自分の……その―，だから，要するに，

面白いからってことがぬけちゃうから，これは面白い

からってことは普通の「理由」，普通，普通はそうだ

けれども，そこだけじゃないってことを言いたいから＊７

「理由」ってすると，なんというのかな，本をただ読めば

いいってことになるけど，わけがあるっていうふうに

すれば，こうなんていうのかな，もうちょっとしぼられ

ない，しぼられないじゃないかな

じゃ「わけ」にしちゃおう

わけがあります＊８．

（注）

＊清書する

＊２ 原稿では「わけ」となっている．

＊３ 「視覚的効果のルール」

＊４ 口で何度もくりかえしている

＊５ 「漢字使用のルール」

＊６ 表現意図の分析

「漢字使用のルール」によって対案を

評価する

＊７ 表現意図の再確認

「漢字使用のルール」によって対案を

否定し，原案をとる

＊８ 清書する．



方略の名称 方略の内容 ３年 ５年 谷崎 三島

文脈調和

調和逸脱

接続

行間効果①

行間効果②

視覚的効果

聴覚的効果

漢字使用

重複回避

重複使用

句読点①

句読点②

保留

削除

文脈に表現をしっくりと収める

調和を破ることによる緊張

文と文はなめらかにつなげる

余韻のある言葉

接続詞多用を避ける

目でみた美しさ

発音・聴覚的感じ良さ

漢字の機能を生かす

重複を避ける

強調や昔話は重複を利用

意味の重要度；、＜。、「」

読点は打ちすぎない

修正を保留

原案が納得いかなければ削除

＜T.Y.（６年生）の推敲方略＞

；共通性はあるがプリミティヴ ；自覚的に使用している場合

；特に強調している場合



自分を書き表すことによって

私はこの頃よく考えます。自分についてもっと知り
たい。それもことばという形によって表したいと思う
のです。

・・・・・・・・・・中 略・・・・・・・・・・

登場人物の姿を思い浮かべ、次から次へとページを
めくります。

・・・・・・・・・・中 略・・・・・・・・・・

結局、私がはじめに考えていたようにはできません
でした。しかし、それでもよいではありませんか。自
分を書き表そうと考えたことによって、「心の中のこ
とば」に気づくことができたのですから。

六年一組 T.Y



ことばの発見

姿を頭の中に浮かべ、頭の中…がでてくるのかなあ

頭の中に浮かべてっていうか、考えていろいろと
さまざまに思い浮かべ、

頭の中に浮かべてっていうか、考えていろいろと
さまざまに…ウウ…空想して、

登場人物の姿を 〈清書〉

『姿を浮かべ』だとわからないから ズレ

対案の浮上

それだ！ 納得

解釈

思い浮かべ 〈清書〉

対案の探索



表現と意図の調整過程

1. ズレの感覚

2. ズレの原因は？

3. ことばの探索→対案の浮上

4. ピッタリ 感“アッハー!”

5. 対案の解釈＋評価

6.受け入れ決定

（!）
再帰的

平行



ホッと、がっかり(^‐^；

「私は、私が言おうとしていたコトバを

忘れてしまった。すると具体化され

なかった思想は陰の世界に帰って

いってしまう。」
(Vygotsky,1932/68 p.153)

“言語は既製服ではない

思想は言語に転化するとき明確化”
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T.Y.の感想

「ああ、これ以上は考えられない

もうこれ以上は欠点が見つけられそうにない。

こんなにことばについていろいろ考えたこと

は生まれて初めて。

作文書いて、本当に“書いた”って心のそこ

から感じてる。

とっても満足してる。」



「推敲とは何か？」
言語心理学受講者30名の回答の集約

(１)自分の伝えたいこと、表現したいことが

伝わるか、

(２)より洗練された表現はないか、など、表現をその
妥当性、審美性の観点で評価すること、

(３)語句、文法、文章構成(例えば段落の作り方)、
論理展開、リズム(文体、文章の流れに着目し、

(４)読者の視点に立って修正することである。



「推敲とは何か？」
この他２名の回答

「文章のジャンルや種類によって理解に力点を

置くか、表現の洗練ということに力点を置くかは

異なる。」

「文章を書くという作業は部分から全体を

積み重ねていく継次的なものだが、推敲は

同時に全体をつかみ、全体から部分を決めて

いくものだ。」



推敲や彫琢はいつ起こる？

「推敲や彫琢は表現の体裁を整えるのではなく、

思考そのものを練る機会でなくてはなるまい。」

「推敲や彫琢は自分のアイディアや表現意図を

明確にするために組み立てメモを作る段階で

すでに始まっているのである。」

内田伸子 『発達心理学‐‐ことばの獲得と教育‐‐』

岩波書店、1999年



推敲指導の意義

佐野斉孝

『生きかたをみつける作文指導―
「いまの高校生は文章が書けない」は
虚像だ』

―光社、1981年。



推敲指導の意義

定時制高校生への推敲指導；

自分が表現したかったのは

何だったのか →繰り返し推敲

↓

最初は３行→６～１０枚にも

＋満足感



書くこと(activity)と認識の関連は？

思想と表現の関係から

→推敲過程で何が起こっているか

↓

①書くことによる新しいことの発見

②推敲「指導」の意義

③自分自身の発見

＝生きることの意味の発見



書くこと(activity)と認識の関連は？

書くまでは何か新しいものを発見するとは

思いませんでした。しかし、書く度に必ず

新しい発見に出会います （遠藤,1982)

人は自分自身の発見のために、
整合的な世界の中心に自分自身
を位置づけるために、文章を書くと
いう営みに従事するのである。



ﾁｬｰｽﾞ

『卡子』（遠藤 誉）

物理学者↕８歳のときの体験

幻覚

「実存分析」↕内観を文字にした！

↓

幻覚からの開放

↔物理学を捨てた！

遠藤誉『卡子』文春文庫，１９９２年



遠藤誉『中国動漫新人類―日本のア
ニメと漫画が中国を動かす』日経PB

 「民主主義の国家においては主文化（メインカル
チャー）と「次文化」（サブカルチャー）は相反する概
念ではない．次文化は時代の淘汰を受け、あるも
のは生き残り、次世代の主文化を形成していくこ
とになる。

 しかし社会主義国家においては、次文化の発展
系として主文化があるのではない。なぜならば、
主文化は上からの強制的な思想統一的文化で、
次文化は大衆が選び、大衆の間から湧き上がっ
てくる文化であるからだ。」（遠藤，p410）



精神文化のベクトル
トップダウンとボトムアップ p.410

 「主文化は「トップダウン」で民衆に与えられ、次文化は

「ボトムアップ」のかたちで世論を形成していく．二つの
文化のベクトルはまったく逆を向いているわけだ。しか
も民衆の立場に立てば、主文化と次文化は地続きでは
なく独立して存在している。それぞれを消費するにあた
っては、心の中で「スイッチの切り替え」が必要となる。

 私の解釈では、愛国精神に基づいた「反日感情を持ち
合わせながら、どっぷり日本の動漫につかっている「心
のダブルスタンダード」を中国の新人類たちは、まさにこ
の「スイッチの切り替え」を日々行っていると考えること
ができる。」（遠藤，p410)




